
裏
路地

険
探

■
山
陰
道
・
村
岡
最
初
の
城
下
町
を
歩
く
／
香
美
町
村
岡
区
福
岡

八
幡
山
を
中
心
に
栄
え
た
山
名
村
岡
藩
の
城
下
町

三
羽
の
古
兎
伝
説
や
古
墳
群
が
残
る

旅
人
達
で
賑
わ
っ
た
山
陰
の
宿
場
町
を
歩
く

　

兎
の
霊
が
住
民
た
ち
を
困
ら
せ
て
い

た
と
い
う
古
兎
伝
説
が
残
る
香
美
町
村

岡
区
福
岡
。
そ
の
伝
説
が
由
来
と
な

り
、
こ
の
地
域
一
帯
は
「
兎う

づ
か塚
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
国
道
９
号
沿
い
に
あ
る
集

落
で
、
近
世
に
は
山
名
村
岡
藩
の
城
下

町
と
し
て
、
そ
し
て
山
陰
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
。

　

集
落
の
中
心
に
こ
ん
も
り
と
佇
む
小

高
い
山
は
八や

は
た幡

山
と
い
い
、
１
６
０
１
年

に
は
山
名
氏
が
村
岡
藩
の
最
初
の
陣
屋

を
築
く
。
福
岡
の
地
名
は
こ
の
時
に
名

付
け
ら
れ
た
。
町
は
城
下
町
と
し
て
整

備
さ
れ
、
１
６
４
２
年
に
村
岡
へ
移
転

す
る
ま
で
、
山
陰
道
の
要
衝
と
し
て
村

岡
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

道
の
駅
ハ
チ
北
を
過
ぎ
、
国
道
か
ら
つ

な
が
る
細
い
通
路
で
集
落
へ
降
り
る
と
、

車
１
台
が
通
れ
る
ほ
ど
の
道
に
出
る
。
こ

の
細
い
道
が
旧
山
陰
道
だ
。
そ
こ
を
進
ん

で
い
く
と
六
地
蔵
が
出
迎
え
て
く
れ
、
正

面
に
は
八は

ち
ま
ん幡

神
社
の
鳥
居
、そ
し
て
集
落

の
町
並
み
が
広
が
る
。
養
父
市
関
宮
か
ら

つ
づ
ら
折
り
の
険
し
い
八
井
谷
峠
を
越

え
、
最
初
に
た
ど
り
着
く
の
が
こ
こ
福

岡
。
宿
場
町
の
入
り
口
ら
し
い
雰
囲
気

は
旅
人
を
安
心
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

集
落
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
八
幡

神
社
は
１
６
１
９
年
に
陣
屋
の
守
護
神

と
し
て
和
池
か
ら
遷
座
し
た
。
２
０
１
９

年
に
遷
座
四
百
年
を
迎
え
た
歴
史
あ

る
神
社
だ
。
約
１
６
０
段
の
急
な
階
段

を
登
り
き
る
と
、
広
々
と
し
た
境
内
に

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
を
思
わ
せ
る
石
舞
台
や

波
や
丸
い
形
を
し
た
石
彫
作
品
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
「
こ
こ
は
１
９
９
２
年
に
行
わ
れ
た
国

際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
石
彫
公
園
で
す
。
世
界
６
カ
国
の
彫

刻
家
と
住
民
み
ん
な
で
作
り
あ
げ
ま
し

た
」
と
は
、
案
内
役
の
田と

お
じ
か
ず
な
り

路
一
成
さ
ん
。

石
彫
は
近
く
で
と
れ
る
笠
波
石
が
使
わ

立町立町

下中山（左）と川端（右）の兎の塚。昔々、大森の裏（現在の村岡区森脇あたり）の
池に大蛇が住んでいて人や牛や馬を襲うので住民は大変恐れていた。そこで退
治にやってきたのは弓の名手・日下部政高（くさかべまさたか）。退治しようとす
ると三羽の古兎が妨害してきたが、得意の弓で兎と大蛇を無事に退治すること
ができた。ところが、この時の兎が化けて暴れ回り、人々を困らせるようになって
しまう。兎の霊を鎮めるため下中山、川端、八井谷に塚を建てて祀った。この頃
から、この地域一帯を兎塚と呼ぶようになったと言われている。

国号９号は昔、山陰
道として政治、文化、
経済の動脈の役割
を果たした。

横町横町

至新温泉町至新温泉町
湯村温泉湯村温泉

兎塚小学校兎塚小学校

小児医院跡の土壁。老朽化により取り
壊されるまでは趣のある家屋が建っ
ていたという。

旧
街
道
筋
に
は
丹
波
屋
、
奈
良
屋
、
中
丸
屋

な
ど
屋
号
の
残
る
旧
家
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
う
だ
つ
の
上
が
っ
た
家
も
。

八井谷の兎の塚。但馬ト
ンネル付近に位置する。
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れ
て
い
る
。
鳥
居
と
社
殿
と
石
彫
、
樹

齢
数
百
年
の
杉
木
立
が
織
り
な
す
独

特
の
雰
囲
気
。
八
幡
山
に
こ
の
よ
う
な

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
る

と
は
驚
き
だ
っ
た
。

　

境
内
を
進
む
と
社
殿
の
南
側
に
こ
ん

も
り
と
し
た
小
さ
な
山
が
３
つ
あ
る
。
こ

れ
は
古
墳
時
代
に
作
ら
れ
た
古
墳
群
と

の
こ
と
。
県
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
お

り
、
鏡
や
勾
玉
、
土
器
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。
神
社
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
４
号
墳
は
紙
垂
を
垂
ら
し
た
結
界
が

張
ら
れ
、
厳
か
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　

次
は
神
社
を
離
れ
、
旧
街
道
筋
へ
。

集
落
を
南
北
に
走
る
街
道
を「
立
町
」、

東
西
に
走
る
道
を
「
横
町
」
と
呼
ぶ
。

　
「
立
町
に
は
酒
屋
、
魚
屋
、
電
気
屋
、

豆
腐
屋
、
塩
屋
、
本
屋
、
時
計
屋
、
自

転
車
屋
、
薬
屋
と
商
店
が
軒
を
連
ね
て

い
て
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
で
も
そ
ろ
い
ま

し
た
ね
。
横
町
に
は
数
軒
の
旅
籠
が
あ

り
、
役
割
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
」
と
田

路
さ
ん
。
鉤か

ぎ

の
手
と
呼
ば
れ
る
ク
ラ
ン

ク
状
に
曲
が
っ
た
道
は
城
下
町
の
名
残

り
だ
そ
う
。
レ
ト
ロ
な
看
板
や
う
だ
つ
の

上
が
っ
た
家
屋
な
ど
、
町
歩
き
好
き
に

は
た
ま
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
。

　

古
代
か
ら
近
代
、
そ
し
て
現
代
の
歴

史
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
顔
を
の
ぞ
か
せ
る

福
岡
。
人
々
を
出
迎
え
て
く
れ
る
温
か

な
雰
囲
気
は
今
も
な
お
残
っ
て
い
た
。

●裏路地探険参加者募集！
令和 3年 4月17日（土） 10:00〜12:00
養父市大薮

＊実施日の10日前までに、18ページ掲載の「Ｔ2」編集
部まで、住所・氏名・年齢・電話番号・「裏路地参加
希望」とお書きの上、ハガキで申し込みください。締
切後、参加ご希望の方へ郵送にて案内を送付します。

兎の塚兎の塚

六地蔵六地蔵

燻製専門店燻製専門店
生活工房 香味煙生活工房 香味煙

国道 9 号国道 9 号

道の駅ハチ北道の駅ハチ北

至養父市関宮・八井谷峠・至養父市関宮・八井谷峠・
但馬トンネル但馬トンネル

和池の大カツラ和池の大カツラ
（たじま高原植物園）（たじま高原植物園）

大野川大野川

八幡神社八幡神社

八幡山八幡山

6 号墳6 号墳

石彫公園では一昨年までは毎年8月に八幡山芸術祭（音楽祭）が開催されていた。石彫公園では一昨年までは毎年8月に八幡山芸術祭（音楽祭）が開催されていた。

集落は山と3本の川にぐるりと囲まれていて、
川が城下町の濠の役目を果たしていた。 今は新しい道がつい今は新しい道がつい

ているが、道路が直角ているが、道路が直角
に折り曲げられていたに折り曲げられていた

「鉤の手」の名残り「鉤の手」の名残り

八幡山国際石彫公園八幡山国際石彫公園

大谷川大谷川

八井谷川八井谷川

5 号墳5 号墳 4 号墳4 号墳 3 号墳3 号墳

兎の塚兎の塚

ほ場整備記念碑ほ場整備記念碑

中山城跡中山城跡

古
く
か
ら
八
幡
橋
付
近
に
位
置
し
て

い
た
が
、
台
風
水
害
に
よ
り
川
に
流
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
石
燈
篭
。
笠
の
部

分
だ
け
見
つ
か
り
復
元
さ
れ
た
。

八幡橋八幡橋

こ
の
部
分
が
昔
の
も
の

六地蔵が出迎え六地蔵が出迎え
てくれる旧街道。てくれる旧街道。

八
幡
山
古
墳
群
。
か
つ
て
は
石
室

八
幡
山
古
墳
群
。
か
つ
て
は
石
室

を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
。

を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
。

兵
庫
県
の
指
定
母
樹
で
あ
る
樹
齢
数
百
年

兵
庫
県
の
指
定
母
樹
で
あ
る
樹
齢
数
百
年

の
兎
塚
ス
ギ
が
林
立
す
る
境
内
。

の
兎
塚
ス
ギ
が
林
立
す
る
境
内
。

八幡山古墳群八幡山古墳群
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